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ま
.
え

が

き

最
近
、
巷
に
「
ふ
る
さ
と
の
祭
り
」
と
か
「
ふ
る
さ
と
の
味
」
と
い
う
言
葉
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
は
ご
記
憶
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
「
ふ
る
さ

と
の
…
‥
」
に
は
私
達
が
住
ん
で
い
る
郷
土
(
ふ
る
さ
と
)
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
或
い
は
誇
ら
し
げ
に
他
に
自
慢
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
も
の

を
強
調
し
た
言
葉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

郷
土
に
生
を
享
け
、
そ
し
て
は
ぐ
く
ま
れ
、
郷
土
で
あ
る
比
の
町
を
何
時
ま
で
も
私
達
の
心
に
受
け
と
め
て
、
機
会
あ
る
毎
に
「
ふ
る
さ
と
」
の
行
事

(
例
え
ば
、
お
祭
り
見
物
と
か
、
盆
踊
り
な
ど
)
に
参
加
し
た
り
「
ふ
る
さ
と
」
の
氏
神
様
へ
お
詰
り
を
し
て
、
そ
の
年
の
無
事
安
全
を
祈
念
し
た
り
す
る

こ
と
は
、
心
の
中
に
何
時
ま
で
も
我
が
郷
土
の
ふ
る
さ
と
を
誇
ら
し
げ
に
自
慢
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
を
想
い
出
す
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

我
が
郷
土
「
ふ
る
さ
と
」
の
、
他
に
自
慢
す
べ
き
由
緒
あ
る
氏
神
さ
ま
、
日
吉
神
社
に
つ
い
て
記
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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一
、
鎮
座
地
東
京
都
昭
島
市
拝
島
町
一
丁
目
一
〇
番
一
九
号
(
蝿
鎧
〇
四
二
-
五
四
四
-
〇
六
三
六
、
五
四
一
⊥
三
四
三
)

二
、
神
社
名
印
苗
神
社
(
御
本
社
は
、
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
町
に
鎮
座
す
る
山
王
総
本
宮
堅
剛
大
社
で
す
。
)

三
、
主
祭
神
器
冊
龍
辞
鞘
唾
袈
叩
、
郵
鵬
馨
(
地
鎮
祭
や
農
林
殖
産
、
安
産
、
芸
能
な
ど
の
除
災
招
福
の
神
さ
ま
で
す
o
)

祭
神
大
山
咋
命
は
大
年
神
の
御
子
で
、
一
に
山
未
之
大
主
命
と
も
申
し
、
御
母
は
天
知
迦
流
美
豆
比
亮
で
あ
り
ま
す
。
近
江
の
国
の
比
叡

山
延
暦
寺

(
天
台
宗
)

と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
す
。
古
事
記
に
よ
り
ま
す
と
、
「
大
山
咋
命
は
日
枝
山

(
現
在
の
比
叡
山
)

に
鎮
り
ま
す
」

と
記
さ
れ
て
あ
る
通
り
、
神
代
の
昔
か
ら
大
山
咋
の
神
の
霊
峰
と
し
て
深
い
信
仰
が
傾
け
ら
れ
て
い
る
日
枝
山
が
、
昔
、
都
が
京
都
に
定
め
ら
れ

た
時
、
都
の
艮

(
東
北
)

即
ち
鬼
門
に
当
り
、
そ
の
上
伝
教
大
師
が
こ
の
霊
山
で
天
台
宗
を
開
い
て
皇
城

(
京
都
)

の
鬼
門
除
け
と
し
て
、

又
鎮
護
国
家
の
大
道
場
と
し
て
日
枝
の
大
神

(
大
山
咋
の
神
)

を
そ
の
守
護
神
と
し
て
崇
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、
日
枝
の
神

(
大
山
咋
命
)

は
魔

除
け
の
神
と
し
て
全
国
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
の
で
す
。
「
大
山
咋
の
神
の

『
咋
』
と
い
う
字
は

『
主
』

と
い
う
言
葉
で
あ
る
」

と
江
戸
時
代
の
中

期
の
国
学
者
と
し
て
有
名
な
本
居
宣
長
が
解
い
て
い
る
よ
う
に
、
山
林
の
主
の
神
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
主
の
神
、
農
林
殖
産
、
安
産
、
芸
能

な
ど
の
神
と
し
て
、
何
時
し
か

「
山
王
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
枝
山

(
比
叡
山
)

の
麓
に
は
日
枝
の
大
神
を

兜
る
山
王
総
本
宮
日
吉
大
社
が
鎮
座
し
、
そ
の
御
分
霊
を
お
受
け
す
る
神
社
は
全
国
で
三
千
八
百
余
社
あ
り
ま
す
が
、
東
京
の

「
赤
坂
の
山

王
さ
ん
」

(
赤
坂
の
日
枝
神
社
)

と
同
様
に

「
拝
島
の
山
王
さ
ん
」

(
日
吉
神
社
)

と
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

羽
山
戸
命
と
香
山
戸
命
の
二
神
は
大
山
咋
命
の
御
弟
で
あ
り
、
羽
山
の
意
味
は
端
山
、
即
ち
端
山
処
の
神
で
、
山
の
主
宰

2



墓
の
多
い
神
で
あ
り
ま
す
o
大
津
気
比
亮
を
要
り
、
若
山
咋
命
を
始
め
、
八
神
の
御
子
を
生
ま
さ
せ
給
う
た
と
神
話
葦
て
あ
り
ま
す
o

か
が
や
ま
と

香
山
戸
命
董
開
発
に
つ
い
て
功
徳
の
あ
っ
た
神
で
、
山
戸
と
は
「
山
善
民
の
里
」
と
い
う
意
味
で
、
即
ち
山
里
の
こ
と
で
あ
り
、
香
は
「
香か

お

り
芳
し
く
輝
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
山
里
を
開
墾
す
る
の
に
功
徳
の
あ
る
神
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
日
吉
神
社
の
祭
神
は
山
及
び
こ
れ
誓
な
る
原
野
開
墾
の
神
、
地
主
の
神
、
安
産
・
芸
能
・
鬼
門
除
け
(
魔
除
け
)
即
ち
、
除

災
招
福
の
守
護
神
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
o

祭
儀
(
祭
礼
)
(
謹
製
発
露
輩
担
辞
窄
指
定
さ
れ
、
榊
祭
り
は
、
一

日
吉
神
社
は
旧
拝
島
村
の
総
鎮
守
山
王
社
と
し
て
喜
代
の
初
期
よ
り
現
在
地
蓋
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
桜
町
天
皇
の
寛
保
元
年
(
一

七
四
一
年
)
九
月
五
日
蓋
宗
旨
を
受
け
、
爾
来
、
山
王
大
権
現
の
称
号
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
o
こ
の
時
氏
子
一
同
が
そ
の
栄
誉

靖
念
し
て
社
殿
の
修
築
、
境
内
の
整
備
、
神
輿
の
新
造
を
計
画
し
て
、
董
人
一
文
の
積
立
を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
後
桜
町
天
皇
の

明
和
四
年
(
三
七
年
)
に
な
っ
て
や
っ
と
実
を
結
び
ま
し
た
の
で
、
そ
の
年
の
九
月
十
九
日
(
山
王
祭
礼
は
九
月
の
中
の
中
の
日
が
吉
例

で
あ
り
、
こ
の
日
が
丁
度
そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
九
月
の
十
九
日
量
近
い
第
三
日
曜
日
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
)
に

新
造
の
神
輿
を
奉
納
し
、
祭
礼
道
具
一
式
を
整
え
て
盛
大
童
渡
御
の
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
o
こ
れ
ら
の
事
は
普
明
寺
所
蔵
の
「
山
王

ふ
み
ょ
う
じ

さ
ん
の
う

掴
狙
評
語
川
津
同
情
掴
陸
自
江
津
叫
行
わ
れ
る
例
と
な
っ
て
、
こ
の
時
妻
輿



こ
の
時
の
神
輿
渡
御
の
行
列
を
見
ま
す
と
、
先
頭
に
は
お
暁
子
の
一
組
を
乗
せ
た
山
車
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
現
在
の
奉
納
暁
子
の
始

ま
り
で
、
年
と
共
に
益
々
盛
大
と
な
り
、
村
を
分
か
つ
賀
美
・
奈
賀
・
志
茂
(
現
在
の
上
町
・
中
町
・
下
町
)
が
そ
れ
ぞ
れ
重
松
暁
子
・
神
田
暁
子
・

目
黒
暁
子
と
独
特
の
暁
子
を
伝
承
し
て
互
い
に
そ
の
技
を
競
い
合
い
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
山
車
も
三
部
落
が
各
々
新
造
し
て
祭
礼

着
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
に
意
匠
を
こ
ら
し
て
、
そ
の
研
を
競
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。
特
に
、
賀
美
町
の
重
松
暁
子
は
全
関
東
お
暁
子
コ
ン
ク
ー

ル
で
三
年
連
続
優
勝
の
栄
を
に
な
い
、
ま
た
N
H
K
テ
レ
ビ

(
宮
田

輝
司
会
、
渡
辺

紳
一
郎
、
藤
原

ア
キ

(
故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
)

の

解
答
陣
に
よ
る

「
そ
れ
は
私
で
す
」
)

を
通
じ
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
経
歴
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
元
で
は
こ
の
由
緒
伝
承
を
永
く
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
、
「
拝
島
町
日
吉
神
社
奉
納
暁
子
保
存
会
」

(
会
長

榎
本

武
)

を
結
成
し
て
、
鋭
意
そ
の
趣
旨
貫
徹
を
図
っ
て
い
ま
す
。

昭
島
市
に
お
い
て
も
、
そ
の
保
存
育
成
を
援
助
す
る
意
味
に
お
い
て
、
昭
和
三
九
年
十
二
月
十
日
付
で
昭
島
市
無
形
文
化
財

(
技
芸
)

と
し

て
指
定
し
、
昭
和
四
八
年
九
月
の
祭
礼
に
は
十
六
ミ
リ

(
カ
ラ
ー
八
ミ
リ
版
編
集
、
同
時
録
音
)

の
記
録
映
画
を
撮
影
し
て
、
記
録
の
保
存

と
後
継
者
の
育
成
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

神
輿
の
渡
御
は
真
昼
(
午
後
一
時
)
よ
り
執
り
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
榊
の
渡
御
(
榊
祭
り
ー
神
輿
渡
御
の
真
夜
中
(
現
在
で
は
午
前
一
時
)

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
)
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
除
災
招
福
、
魔
除
け
を
祈
念
し
て
、
村
人
達
が
身
体
を
浄
め
て
心
を
こ
め
て
奉
仕
し
、

木
枠
を
組
ん
で
そ
の
中
に
土
俵
(
昔
は
二
、
三
百
貫
を
越
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現
在
で
は
百
貫
か
ら
百
五
十
貫
位
-
四
〇
〇
鴫
̃
四

五
〇

k
g
-
の
重
さ
)
を
積
み
上
げ
て
そ
れ
に
榊
の
枝
を
植
え
こ
ん
で
榊
の
大
木
に
仕
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
榊
の
葉
の
一
枚
々
々
に
紙
垂
(
し
め
)

を
つ
け
、
最
後
に
御
心
(
神
)
筒
(
主
祭
神
で
あ
る
魔
除
け
の
神
の
大
山
咋
命
の
降
り
坐
し
た
こ
と
を
表
わ
す
御
神
木
で
、
紙
垂
(
し
め
)
を
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大
き
な
束
に
し
て
麻
で
結
び
つ
け
、
そ
れ
を
榊
の
大
木
の
真
申
に
植
え
つ
け
た
も
の
)
を
立
て
て
、
こ
れ
ら
を
神
輿
の
代
り
に
村
の
若
い
青
年
達
が
担かつ

い
で
神
輿
の
渡
御
の
先
導
(
先
払
い
と
言
っ
て
、
神
輿
渡
御
の
順
路
を
清
め
て
厄
払
い
す
る
意
味
)
の
役
目
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
o
し
か
し
、
前
に

述
べ
ま
し
た
「
山
王
祭
礼
図
絵
」
で
は
、
榊
の
渡
御
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
分
後
世
に
な
っ
て
疫
病
の
大
流
行
の
た
め
に
無
病

息
災
(
魔
除
け
)
を
祈
願
し
た
村
人
達
の
生
活
の
知
恵
が
「
榊
か
つ
ぎ
」
と
な
っ
て
実
を
結
び
、
年
々
盛
大
と
な
っ
て
、
現
在
で
は
前
夜
祭
の
最
た
る

行
事
の
一
つ
と
し
て
「
榊
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
o
そ
の
「
榊
祭
り
」
の
圧
巻
と
も
言
う
べ
き
「
榊
取
り
」
は
、
村
中
を
隈
な
く
渡

御
し
終
っ
た
榊
の
大
木
を
社
前
に
奉
納
し
て
か
ら
、
村
人
達
が
榊
の
小
枝
や
御
心
(
神
)
筒
を
も
ぎ
取
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
神
棚
に
奉
納
し
、
そ

し
て
家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
祈
念
し
た
も
の
で
、
現
在
も
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の
榊
の
渡
御
(
榊
祭
り
)
、
神
輿
渡
御
の
行

列
と
奉
納
掌
の
山
車
の
巡
幸
の
三
大
神
事
を
以
っ
て
日
吉
神
社
の
例
大
祭
の
神
事
と
し
て
、
近
郷
近
在
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
の
で
す
o
な

ぉ
、
榊
の
渡
御
な
ど
の
三
大
神
事
の
行
事
は
、
去
る
昭
和
五
三
年
に
第
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
、
東
京
都
提
供
の
『
東
京
レ
ポ
ー
ト
、
午
前
〇
時
、

俺
達
の
祭
り
ー
榊
祭
り
』
と
し
て
放
映
さ
れ
(
ま
た
十
六
ミ
リ
記
録
映
画
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
保
存
し
て
あ
り
ま
す
)
、
ひ
ろ
く
都
民
に
紹
介
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
(
東
京
都
無
形
文
化
財
「
郷
土
芸
能
」
と
し
て
昭
和
五
〇
年
二
月
六
日
付
で
指
定
さ
れ
る
)

五
、
社
殿

流
造

一
、
第
一
回
の
再
建

前
述
の
よ
う
に
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
年
)
九
月
五
日
に
山
王
大
権
現
の
称
号
を
賜
わ
っ
た
栄
誉
を
記
念
と
し
て
氏
子
一
人
毎
月
一
文
の
積
立
を
始
め

た
結
果
、
明
和
四
年
(
重
ハ
七
年
)
に
御
社
殿
を
再
建
し
、
そ
の
完
成
を
記
念
し
て
神
輿
を
新
造
し
て
奉
納
し
、
第
一
回
の
祭
礼
を
行
な
っ
た
の
で
す
o



二
、
第
二
回
の
修
復

嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
年
)
九
月
一
日
に
、
現
拝
島
町
在
住
の
(
株
)
伊
藤
組
社
長

伊
藤
孝
七
氏
の
先
祖
に
当
る
伊
東
兵
部
藤
原
公
班
(
伊

東
紋
蔵
)
を
棟
梁
と
し
て
起
工
し
、
翌
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
年
)
九
月
九
日
に
竣
功
し
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
年
)
九
月
に
は
御
社
殿
(
拝

殿
・
神
楽
殿
・
幣
殿
)
の
修
築
と
鳥
居
・
御
神
橋
の
再
建
完
成
の
大
法
要
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
(
※
御
社
殿
の
神
楽
殿
は
、
現
在
は
幣
殿
に
転
用

さ
れ
、
神
輿
を
安
置
し
て
あ
り
、
幣
殿
は
現
在
の
御
本
殿
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
鳥
居
は
当
時
は
木
製
で
、
拝
島
天
神
社
に
移
築
さ
れ
て
現

存
し
、
御
神
橋
は
現
在
、
十
六
号
線
沿
い
の
参
道
入
口
の
石
橋
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。
)

な
お
、
御
本
殿
の
彫
刻
は
、
現
拝
島
町
在
住
の
谷
部
憲
彦
氏
の
先
祖
に
当
る
彫
師
矢
部
建
次
郎
良
長
の
作
で
あ
り
、
そ
の
下
絵
(
設
計
原
図
)
も

現
存
し
て
い
ま
す
。
彩
色
は
、
現
拝
島
町
在
住
の
谷
部
八
郎
氏
の
先
祖
に
当
る
塗
師
谷
部
重
次
郎
の
作
で
あ
り
、
共
に
彫
刻
と
極
彩
色
の
妙
は

定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
拝
殿
の
格
天
井
の
花
鳥
画
は
、
秋
元
但
馬
守
藩
の
絵
師
坪
山
洞
山
の
筆
に
な
る
も
の
で
す
。
近
在
に
も
そ
の
類
を
見

な
い
傑
作
と
し
て
有
名
で
あ
り
ま
す
。
(
一
八
五
五
年
完
成
)

三
、
第
三
回
の
修
復

昭
和
四
三
年
(
一
九
六
八
年
)
に
明
治
百
年
の
佳
き
年
を
記
念
し
「
拝
島
日
吉
神
社
御
社
殿
復
元
奉
賛
会
」
(
会
長

富
岡
文
平
)
を
結
成
し

て
、
御
本
殿
の
彫
刻
彩
色
の
復
元
と
神
輿
の
修
復
彩
色
(
青
梅
市
在
住
(
株
)
喜
楽
屋
の
施
工
)
を
完
成
し
て
記
念
式
典
を
挙
行
し
て
お
り
ま
す
。

四
、
第
四
回
の
修
復

平
成
十
七
年
九
月
(
二
〇
〇
五
年
)

平
成
十
七
年
「
日
吉
神
社
平
成
保
存
修
理
委
員
会
」
(
委
員
長
臼
井
銀
次
郎
)
を
結
成
し
、
東
京
都
補
助
金
並
び
に
氏
子
各
位
、
篤
志
家
の
寄
付

に
よ
り
、
平
成
二
十
年
七
月
完
成
す
る
。
平
成
二
十
一
年
四
月
、
落
成
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
。

施
行
会
社
・
大
成
建
設
株
式
会
社
、
田
中
社
寺
株
式
会
社
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修
理
工
事
の
概
要

一
事
業
名
称

大
日
堂
境
域
及
び
日
吉
神
社
境
域
復
旧
(
内
日
吉
神
社
)
事
業

二

所
在
地
・
所
有
者

所
在
地
東
京
都
昭
島
市
拝
島
町
千
日
一
〇
番
十
九
号

所
有
者
宗
教
法
人
日
吉
神
社

三

建
立
年
代

本
殿

天
保
頃
(
一
八
三
〇
̃
四
四
)

幣
殿
・
拝
殿
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)

四

指
定
区
分

東
京
都
指
定
史
跡

五

修
理
方
針

本
殿

屋
根
葺
替
・
塗
装
・
部
分
修
理

幣
殿
・
拝
殿

屋
根
葺
替
・
部
分
修
理

七
=
両
班
月
亘
平
成
二
十
年
七
月
三
十
亘
三
十
五
ケ
月
)

八
講
評
月
亘
平
成
。
十
年
七
月
三
吉
ま
で
(
三
十
四
ケ
月
)

一
二
六
、
五
七
四
、
五
〇
〇
円

▲
.

事
業
概
要

日
吉
神
社
は
、
旧
拝
島
村
の
総
鎮
守
山
王
社
と
し
て
、
江
戸
初
期
よ
り
現
在
地

に
鎮
座
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
o
ま
た
、
隣
接
す
る
大
日
堂
(
旧
蜜
厳
浄
土
寺
)
の

講
堂
と
と
も
に
「
古
刹
と
し
て
著
名
な
大
日
堂
と
天
台
宗
の
守
護
社
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
、
歴
史
的
建
造
物
を
中
心
に
旧
態
を
よ
く
と
ど
め
、
典
型
的
な
天
台
宗
一
規

一
画
の
寺
域
を
構
成
す
る
都
内
で
も
数
少
な
い
場
所
の
三
で
あ
る
」
と
し
て
、
平

成
四
年
三
月
三
十
日
東
京
都
の
史
跡
と
し
て
指
定
を
受
け
た
o

呈
神
社
境
域
の
修
理
事
業
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
同
十
七
年
ま
で
行
わ
れ
た

大
日
堂
境
域
の
保
存
修
理
事
業
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
o
事
業
理
由
と
し
て
、

呈
神
社
本
殿
彫
刻
は
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
損
ね
て
い
る

と
共
に
、
拝
殿
・
幣
殿
は
経
年
に
よ
る
破
損
に
対
し
て
保
存
修
理
及
び
防
災
設
備

の
改
修
・
設
置
を
実
施
す
る
こ
と
で
今
後
の
建
物
の
保
存
と
活
用
を
図
り
、
大
日
堂

境
域
と
毒
を
な
し
た
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
り
、
都
民
の
文
化
的
向
上

に
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
こ
と
で
東
京
都
の
補
助
事
業
と
し
て
着
手
す
る

こ
と
に
な
っ
た
(
事
業
期
間
・
工
事
期
間
は
上
記
の
と
お
り
)
o

史
跡
と
し
て
の
現
状
変
更
許
可
中
書
を
提
出
、
平
成
十
七
年
十
二
月
十
吉

工
事
は
、
施
工
業
者
を
指
名
競
争
入
札
の
う
え
決
定
し
て
実
施
し
、
事
業
に
か
か

る
設
計
監
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
に

建
物
解
体
後
、
調
査
基
づ
き
建
物
と
し
て
の
現
状
変
更
許
可
申
請
書
を
平
成

十
九
年
二
月
二
十
六
日
提
出
し
、
三
月
九
日
そ
の
許
可
を
受
け
、
工
事
は
こ
の
方

針
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
、
平
成
二
十
年
七
月
完
了
し
た
o
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六
、
境
内
構
造
物

第
一
鳥
居
・
社
名
標
・
御
神
燈

昭
和
五
二
年
十
二
月
「
第
一
鳥
居
建
設
委
員
会
」
を
結
成
し
て
(
有
)
大
角
石
材
工
業
の
施
工
に
よ
り
、
社
名
標
(
昭
和
五
三
年
二
月
)

御
神
燈

(
昭
和
五
三
年
九
月
)
を
建
立
し
、
竣
功
式
典
を
挙
行
す
る
。

第
二
鳥
居
・
御
神
燈

大
正
十
二
年
二
月
十
五
日

玉
垣大

正
三
年
十
二
月
十
五
日

建
立
す
る
。

財
施
者
江
戸
神
田
蝉
○
町
駿
河
屋
利
兵
衛
、
同
本
町
三
丁
目
○
明
屋
清
兵
衛
、
同
伊
勢

町
高
屋
徳
兵
衛
に
よ
り
建
立
す
る
。

狛
犬昭

和
四
八
年
五
月
五
日

由
緒
板

昭
和
四
四
年
三
月

手
水
舎

明
治
二
八
年
九
月

授
与
所

昭
和
五
四
年
十
二
月
三
十
日

拝
島
石
材
店
の
施
工
に
よ
り
建
立
す
る
。

臼
井
佐
一
氏
の
施
工
に
よ
り
建
立
す
る
。

臼
井
要
作
・
目
黒
平
吉
両
氏
の
寄
付
に
よ
り
、
所
港
町
高
橋
小
八
の
施
工
に
よ
り
建
立
す
る
o

(
有
)

北
林
工
務
店
の
施
工
に
よ
り
建
立
す
る
。

境
内
末
社

稲
荷
社
・
水
神
社
・
諏
訪
社
の
三
社
を
兜
っ
て
い
る
。
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手
水
舎
・
水
盤
の
新
調

水
盤平

成
二
十
年
九
月

(
二
〇
〇
八
年
)

手
水
舎

平
成
二
十
年
九
月

(
二
〇
〇
八
年
)

」
.

寄
贈
者
、
臼
井
勉
氏
、
目
黒
惟
夫
氏

施
工

有
限
会
社
広
野
石
材
店

神
社
総
代

(
早
野
芳
雄
氏
・
小
林
秋
雄
氏
他
数
名
)

に
よ
り
施
工

鍍
金
工
事
、
大
江
鍍
金
店

神
輿
舎

平
成
二
十
二
年
四
月
(
二
〇
一
〇
年
)

施
工
滝
野
建
設
株
式
会
社

相
殿

(
移
動
及
び
屋
根
葺
替
え
)

平
成
二
十
二
年
(
二
〇
一
〇
年
)

施
工

大
江
鍍
金
店

御
仮
屋

(
改
修
)

平
成
二
十
二
年
三
月
(
二
〇
一
〇
年
)

神
社
総
代
(
早
野
芳
雄
氏
・
小
林
秋
雄
氏
他
数
名
)
に
よ
り
改
修

9

絵
馬
掛
・
お
み
く
じ
結
び
所
・
国
旗
掲
揚
塔
(
増
設
・
修
理
・
塗
装
)

平
成
二
十
二
年
七
月

(
二
〇
一
〇
年
)

七
、
宮
司
就
任

平
成
二
十
二
年
七
月

(
二
〇
一
〇
年
)

橋
本
昇
宮
司
就
任

橋
本
誠

前
宮
司

名
誉
宮
司
就
任
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